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問い：批評[criticism]とはなにか。批評家はなにを⽬的になにをしているのか。 

この問いに取り組む上で、本発表は以下の原則を提案する。 

批評-鑑賞のバックパス原則 
A による産物 P は芸術作品 x に対する批評である ＝ P は、その読者が x に対して⾏う
鑑賞的反応をガイドするという機能を持つ。 

これに従い、はじめの問いは次の問いにバックパスされる。 

問い：鑑賞[appreciation]とはなにか。鑑賞者は作品にどう反応するのか。 

既存の鑑賞観（批評観）いろいろ 

信念説：鑑賞とは価値や意味について理解すること。（Carroll, Danto） 
知覚説：鑑賞とは美的性質を⾒て取ったり聞いて取ること。（Isenberg, Hopkins） 
実践説：鑑賞とはさまざまな⾏為を実⾏すること。（Cross） 
情動説：鑑賞とは美的快楽を抱くこと。（Gorodeisky） 
多元論：鑑賞とは上記いずれかの反応をすること。（Grant） 

 

Keren Gorodeisky (2021a; 2021b; 2022)による情動説を検討する。 

鑑賞についての情動説（Gorodeisky のバージョン） 
B による芸術作品 x への反応は鑑賞的反応である ＝ B は、x を内容とした美的快楽を
抱く。すなわち、(1)x に対して情動的に反応するなかで x の芸術作品としての価値を意
識しつつ、(2)そのように把握された価値に照らして、⾃⾝の情動的反応が適切であるこ
とを意識する。 

ポイントとなるのは以下：芸術鑑賞とは情動的反応である。快楽、楽しみ、好き嫌いの
感覚を抜きにした知覚や信念形成や⾏為の実⾏は鑑賞ではない。 

情動説は、美的なものと芸術的なものを⼗分に区別していないところに問題がある。 

反論A：美的でない芸術的価値がある  

artistic value というのは、芸術作品が持つさまざまなタイプの価値をまとめたラベルに
過ぎない。よって、芸術的価値についての本質主義・⼀元論が、そもそもしんどい。 

情動的反応と結びついた美的価値は、芸術作品が持ちうるさまざまな価値のひとつでし
かない。 

〈美的価値だけではないにせよ、美的価値こそが芸術的価値の中⼼である〉とする論拠
も薄い。 

反論B：価値だけが問題なのではない  

情動的ではないが正当である芸術鑑賞や、情動的反応を促さないが正当である批評がた
くさんある。というのも、鑑賞や批評は必ずしも作品の価値にフォーカスした活動では
ないから。 

価値をターゲットとしない鑑賞・批評の典型は解釈。解釈と評価は独⽴であり、前者は
後者のサポートとなりうるが、なることは必須ではない。 

 

鑑賞や批評についての多元論がもっともらしい。 

鑑賞についてのクラスター説 
B による芸術作品 x への反応は鑑賞的反応である ＝ B は、(1)x の価値や意味について
理解したり、(2)x の美的質を知覚したり、(3)x を内容とする情動を抱くといった、さま
ざまな反応のいずれかに従事する。 

批評についてのクラスター説 
A による産物 P は芸術作品 x に対する批評である ＝ P は、その読者の(1)x に関する信
念形成や、(2)x への知覚や、(3)x を通した美的快楽といった、さまざまな反応のいずれ
かをガイドするという機能を持つ。 


